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松井(l943a，b， c， d) は， 1938年に農林省が行った全面農家一斉調査を資料として，農業経営
類型の指標から定量的に農業地域区分を行った.松井が取り上げた農業経営タイプは，耕種(水稲・
焔作)，養蚕，養畜(畜産)の 3つである.その方法は，まず，農家の農業経営を， a耕:種農家， b 
養蚕農家， c養畜農家， d養蚕・養畜農家の 4類型に分ける.次に，郡単位の農業経営の構成比か
ら， A耕種地域 (a> 80%)， B耕種養蚕地域 (a+b>80%，a+c<80%， a+d<80%)， C耕種養畜地
域 (a+c> 80%， a+bく80%，a+d < 80%)， D耕種養蚕-養畜地域 (a+b> 80%， a+cく80%)，E耕
種養蚕+養畜地域 (a十d> 80 %， a + b > 80 % ， a +c > 80 % )の 5つの地域を設定した.さらに，これ
らのいずれにも区分されない130の郡に対して 3つ以上の農業経営タイプの組み合わせによって，
E1 (a+b+d > 80%， a+c+d < 80%， a > c)， E2 (a+b+dく80%，a+c+d>80%， c>b)， E3 (a+b+d> 
80%， a+c+d > 80%)， E4 (上記いずれにも含まれないもの :4郡)とに区分した.
その結果は，第 11~に示される.この農業地域の分布パターンは，一瞥して北海道から九州までの












は， 1929年の農業センサス， 1936年の農林統計及び東北地方農家経営実態調査， 1933年の自給肥料
改良増産施用資料優良農家並びに組合に関する調査である.その方法は，まず， (1)土地利用につ
A 耕種地域 (a>80%)*
B 耕撞養蚕地域 (a+b>80%，a+c<80%， a+d<80%) 
仁 耕種養畜地域 (a+c>80%，a+b<80%， a+d<80%) 
D 耕種養蚕“養畜地域 (a+b>80%，a+c<80%) 
E 耕種養蚕+養畜地域 (a+d>80%，a+b>80%， a+c>80%) 
El (a+b+d>80%， a十c+d<80%，a>c) 

















( 2 )普通知の最高作付け作物と輪作様式の分布図，および， (3)農家の収入に対する換金作物と畜
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石井(1979)は， 1960 ~ 1975年の農業センサスを資料として，沖縄県を験く 3208の市町村におけ
る兼業化の進行度を分析した.その方法は，まず，専業農家，第 1種兼業農家，第2種兼業農家の構
成比率による三角グラフをmいて，兼業化の進行度をA・B'Cの3つの類型に分ける.Aは専業農
家率が相対的に高い (35%以上)タイプ 8は第 1種兼業農家の比率が相対ー的に高い (35%以上)タ








監理 1AABB， 1ABBB (兼業化が遅いが強い)
lJI[田 IVABBC (低位兼業化から兼業化が進行)
E三 VABBB (中間的性格)
[]]]] V BBBC (中位兼業化から兼業化が進行)



















































畜産地域， (2)東北・北陸，米地域， (3) 関東・東海，野菜地域， (4)近畿・[J]0，野菜・果樹





































除野 (1949)は，都道府県を分析単位として，主要作物と農地収益を組み合わせることから， 1939 
年の日本における農業地域区分パターンを明らかにした.第16次農林省統計表を資料に，主穀，雑
穀，疏菜，工芸農産物，樹木，繭，畜産食料品の指標が選定された.また，農地収益は一町あたりの








































































と，また，標高との関連では，北海道(0~ 200 m)，東北(200~ 600)，中部(800~ 1500) ，中国(500








































index.html) .因子分析の結果 共通性が0.3未満になる指標があった場合 それらを省いて再び因子
分析を行うことにする.因子分析およびクラスター分析の結果をGISで地図化するためには，仁平
(2005)が作成した2000年世界農林業センサス用のシェープファイル一式を使用する他社p://deanma 
















































26 、々スt'日u人 経'i:('*1村山Í!Î筏 2.0ha以上の j災家 ~{，i 2) 
27 販売金額 100万米満の農家i~



























8) i中 ~jll~lf， Iまさとうさび刈Jlkj~
せを;来mする.




第 2 極兼業災家数/1坂充J}~家数 *100
第2H[兼業農家の恒常的勤務農家数/販売農家数*100









































は，第2種兼業農家の自営兼業率(第 l表:番号 6) ， 1農家当たりの世帯構成員数(番号 9) ，貸付
耕地のある農家率(番号34) である.これらの指標を捻外して因子分析を行った結果， 8つの因子
が抽出された(第 2表).変動説明量が10%を越えるのは因子 1~ 3であり，すべての因子の累積変
動説明量は68.5%である.






































7 0.78 0.89 
8 0.53 
10 0.90 0.94 
1 0.85 0.93 
12 -0.62 0.62 
13 0.78 
14 0.73 0.75 
15 0.66 
16 -0.72 0.72 
17 0.42 
18 0.85 
19 0.78 0.94 
20 0.83 0.86 
21 0.46 
22 0.79 0.77 
23 0.56 






30 -0.76 0.79 
31 0.81 0.72 
32 0.43 
33 0.32 
35 -0.71 0.56 
36 0.80 0.69 




41 -0.81 0.79 
42 0.41 
i君子の解釈 農業就業 稲作 高齢化 請負 同居農業 所有耕地 麦類臼 農業就業人口 後継者 面積 類 者の性比
l討;釘1u在 7.3 4.5 4.4 3.6 2.3 l.7 l.6 l.4 
変動説明量(%) 18.7 11.5 1.3 9.3 5.8 4.2 4.1 3.6 
思様変動説明量 18.7 30.2 41.5 50.8 56.6 60.8 64.9 68.5 
クラスター分析
5.27 3.23 3.17 2.60 1.63 1.19 1.16 1.00 の重み
1 )第 1去に対J，L'する
2 )パリマックスi当転後の悶子負荷量行列.



























第8図 因子得点の分布 (因子 1~ 3) 
Factor Scores 
_ 0.72-
L -0.06 - -0.72 
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a. Factor 4 
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第9図 因子得点の分布 (因子4-6) 
Factor Scores 
_ 0.71-
-0.23 - -0.71 




-0.25 - -0.35 
_ -0.85 - -0.25 
_ - -0.85 
Factor Scores 
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o 200km 
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a. Factor 7 




b. Factor 8 
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LJAの8つの因子について IC"I(1な子)に付してクラスター分析を行った結果， Iz~1 子 1 と I:J(I 子 6 ，
I~(I 子 2 と 1:;;1 子 8 をまとめることができる . :jn，¥で、， IJ:子1，2，3，5，7の!玉l子得点に対して，べき乗
とクラスター数を検討ーしたがI来 べき来は 0.1， クラスター数は 5を採J1Jすることにする(第 3去に
ここでは，区分されるi'l:j1瓦IT村が多いJIl'[から，クラスター にA，B， C， D， Eという名i誌をつける.
相 H~Iヌ!によると，クラスター A， E， D，および、クラスタ -B と C の il'l~mlí: カf近く，クラスター A と B
の距離の'"P-l!i:れているのがわかる(第11区1).
各クラスターとi君子得点の三IZjりをみると，クラスター Aは，因子 1，因子 2，Iz;1子3の負の1iUが
おい.このクラスターは 民業就業人口平の高さ 稲作平のおさ，J.主主主就業者の高齢化に特徴づけ
られる.このクラスターに分組される 11;<:IIT村は， 1+'1主IJ也方に集1'するほか， lV~nk ， :1ヒ1):札 1市1)，:;0: 
畿， jJL1主1，九ナ1'の各地方に点在する(第10Ixl c) . 
クラスター Bは， I玉ト子 1 の正の 1&( と，因子 5 の負の{自が !\~fJ い.このクラスターは，民業就業人 [~l
半のおさと Ifi'J町農業後継者の少なさに特徴づけられる.このクラスターに分類される市民 1 Ij'村は，北
海道， l!lJ 1主|地h，九州地方の南部に集1:'するほか，東=1と地方の北部や1:j'IJI地方に点在する.
クラスター Cは， I~I 子 1 と 1;;(1 子 5 の TE の他， 1母子6の負の{直が高い.このクラスターは，Jl! 3f~ );VL 
業人[1平の高さ， IliJ苛農業後継者の多さ，所有耕地面積の少なさに特徴づけられる.このクラスター
に分類されるTlf区IT1寸は，関東地方， ):1市1)地方，九州地方の:1ヒ部などに点在する.
クラスター Dは，因子 lと因子2の負の値， IE子3の正の1i主が高い.このクラスターは，出来:就
業人1平の{止さ，稲作平の高さ，民業就業者の高齢化に特徴づけられる.このクラスターに分相され
るIn'llIT付は，束:1ヒ地)Jと:1ヒ陸地方に集):1]するほか，関東j也)]'と近畿地方に点在する.




クラスター分析の結果に注 I~! して， クラスターの分布地j或を視覚IY~ . ~を!倹J'!サに illl 出して地j或区分
を行った結果，第 121~1 に示すように，二iヒ ?4Ù~道，束jヒ =1ヒ東，東 =1 と 1!.9・東北 píヨ，関東北・関東京， 1束ミI?討j毎正.
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0.43 0.62 3.41 
-0.02 0.18 
0.76 0.62 7.50 
-0.05 0.26 
0.56 0.52 3.98 
0.01 -0.23 
0.76 0.37 2.59 
0.21 0.16 



































































































































のクラスター D，A， E，北陸地方のクラスター D，A，中部地方のクラスター E，A，東海地方のク










仁.Kanto d. Hokuriku 
(Tokyo) (Niigata) 
g. Kinki and Chugoku h. Shikoku and Kyusyu 




また，新潟市を中心とする北陸地方においては，クラスター C，D， Aによる明確な 3層の同心円構
造がみられる.


















( 1 )北海道， (2)東北北東， (3)東北西・東北南， (4) 関東北・関東東， (5)東海・関東南西，
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Regional Division of J apanese Agriculture in Terms 
of Comprehensive Indices of Farm Management: Development 
of a Method by Means of Multivariate Analyses and GIS 
NIHEI Takaaki 
This study examines agricultural regions of J apan by means of multivariate analyses and 
GIS. As the data， 42 items that regard “farm" ，“agricultural labor"，“agricultural management"， 
“landuse"，“contract farming"， and “agricultural implements" are chosen from 2000 Census of 
Agriculture and Forestry. By the factor analysis for 3336 municipalities， eight factors are extracted， 
i.e.， (1)number of family members engaging in farming， (2)percentage of rice production in total 
arable land， (3)aging of agricultural labor， (4)contract farming， (5)farm successors， (6)acreage of 
arable land per farm， (7)acreage of wheat and beans， (8)sex differences in farm labor. 
Using the data of the factor scores converted by power transformation， five groups are 
extracted as the results of cluster analysis. Cluster A is characterized by high percentage of 
the family members engaging in farming， rice production， and the aging of farm labor. The 
municipalities categorized by cluster A are distributed mainly in Kinki and Chugoku regions. 
Cluster B is characterized by high percentage of the family members engaging in farming， and 
low percentage of farm successors. The municipalities categorized by cluster B are distributed 
mainly in Hokkaido， Kyusyu and Shikoku regions. Cluster C ischaracterized by high percentage 
of the family members engaging in farming， farm successors， and low percentage of the acreage 
of arable land per farm. The municipalities categorized by cluster C are distributed mainly in the 
southern part of Kanto and Tokai regions， and also in the urban and the suburban areas. Cluster 
D is characterized by low percentage of the family members engaging in farming， high percentage 
of rice production， and the aging of farm labor. The municipalities categorized by cluster D are 
distributed mainly in Tohoku and Hokuriku regions. Cluster E ischaracterized by low percentage 
of the family members engaging in farming， and rice production. The municipalities categorized by 
cluster E are distributed mainly in Chubu region. 
From the results of the cluster analysis， Japan is divided into 12 agricultural regions， i.e.， (1)
Hokkaido， (2)Northeast Tohoku， (3)羽Testand South Tohoku， (4)North and East Kanto， (5)Tokai 
and Southwest Kanto， (6) Hokuriku， (7) Chubu， (8) Kinki， (9) Chugoku， (10) Shikoku and South 
Kyusyu， (1) N orth Kyusyu， and (12) Islands as shown in Figure 12. 
Key words: regional division of agriculture， farm management， factor analysis， cluster analysis， 
GIS 
